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1．経緯
　社会科学研究所の補助金を得て、総合研究「MOT教育の総合的研究」が2004年度から始まり、
本2006年度は最終年度になる。これまで、国内外のMOT教育の実態を調査し、我々自身もでき
うる限りのMOT教育を実践してきたが、2006年度もそのような流れを継承し、かつ最終年度と
いうこともあり総括的調査も実施した。
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2。研究員
　本プロジェクトは下記の5名で構成されているが、実質的にはもっと多くの研究者・実務家に
協力いただいた。
　向殿政男（理工学部教授）
　大滝　厚（理工学部教授）
　宮城善一（理工学部助教授）
　カク燕書（経営学部教授）
　大石芳裕（経営学部教授）
3．2006年度の実施状況
（1）　MOT教育
　まず、我々自身のMOT教育だが、それぞれのメンバーが担当授業科目で工夫を凝らした（プ
ロジェクト外の本学教員を含む）だけでなく、前年度に引き続き学部間共通総合講座と公開講座
を実施した。前者は、「技術マネジメント（MOT）入門」と題して、2006年9月25日から2007
年1月22日まで13回にわたって開催した。昨年度の経験から、学部学生にとってMOTは易し
い学問ではないので、本年度は敢えて「入門」を付した次第である。コーディネーターは宮城善
一・ 搓H学部助教授である。後者は、「明治大学MOTプロジェクト公開講座　実践・知財戦略一
知財の創出・活用・保護一」と銘打って、2006年10．月10日から同年11月21日まで7回にわた
って開催した。昨年度は公開講座の一部に知財戦略を入れていたのだが、本年度はそれを全面に
押し出す形にした。コーディネーターは大石と岡田浩一・経営学部教授である。両者併せると、
本学では理工学部・商学部・法学部・経営学部の教員に協力していただき、また外部の実務家に
も講演をお願いした。まさに学部を超え、産学を超えた実践を行うことができた。
（2）MOT調査
　海外は中国とインドの調査を行った。中国は主として北京交通大学のMOT実践を現地に赴き、
当該教員と資料を挟んで討議することで調査した。期間は2006年6月22日から同年6月26日ま
で。2007年3月にも別途、カク教授が中国に赴き調査した。インドは、諸般の都合で実施が遅れ、
2007年3月28日から4月7日まで年度をまたいで行うことになった。トヨタやスズキなどの日
系企業の取り組みや、HCLテクノロジー、インフォシス、ウィプロ、　TCSなどの現地IT企業の取
り組みなどを調査し、同時にインド研究者にもヒアリングを行う予定である。その他、大石は別
予算で米国サンノゼ大学へ行き、同大学のMOT専門家と意見交換を行った。
　国内は、全国のMOT大学院の実施状況調査を行った。これまでも、個別に全国のMOT大学院
を訪問調査していたが、今回は日本におけるMOT教育を総合的に把握するため、主要なMOT大
学院と目されている教育機関の現状を一覧にまとめることにした。その結果は、本プロジェクト
メンバーを集めての会合で報告したが、最終報告書にも盛り込む予定である。さらに、経済産業
省が主催する「平成18年度　技術経営人材育成プログラム導入促進事業」の「技術経営研究事業
中間報告会」（2007年L月15日）にも参加し、他校の取り組みについても詳細に聞いた。国内の
MOT教育は、さまざまな取り組みがなされてはいるものの、定義も実施内容も多様であり、その
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成果については今しばらく時間をおいて見る必要がある。
　3力年間の総合研究成果にっいては、2007年度中に成果報告書としてまとめる予定である。
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